
令和８年度 公認Ｂ指導者養成講習 課題レポート作成について 

 

＜作成上の留意点＞  

 

 １ レポート用紙の形式については、データを群馬県柔道連盟ホームページに掲載する。  

  ① 字数の指定がある課題については、指定の形式を使用すること。（群柔連HP掲載）  

 ② 字数の指定がない課題については、形式は問わないが、Ａ４用紙で作成すること。 

 ２ 作成にあたっては、手書きではなく、パソコン等で入力すること。 

   また、レポート用紙には、科目番号・科目名、課題番号・課題名、氏名、字数等を記入すること。  

※ 字数の指定がある課題について、字数が少なすぎる場合には採点の対象とならない。 

 ３ 下記１～６の科目から課題を一題ずつ選択し、６題のレポートを作成すること。 

 ４ 課題の提出は、１１月７日（土）【全柔連公認指導者資格養成講習会参加時】とする。 

 

 

＜課題一覧＞ 

１．安全管理・指導Ⅱ 

① 柔道における重大事故の現状とその背景について説明しなさい。 

② 柔道における頭部外傷の予防策とその重要性について説明しなさい。 

③ 柔道における熱中症・心臓性突然死のリスクとその対策について説明しなさい。 

 

２．指導者の倫理Ⅱ 

① 柔道指導者に求められる倫理的責任について具体的に説明しなさい。 

② 柔道指導者が守るべき倫理規範について具体的に説明しなさい。 

③ 体罰やハラスメントを防ぐ柔道指導の工夫について具体的に説明しなさい。 

 

３．柔道の科学Ⅱ 

① 柔道指導における「動機づけ」の分類とその指導上の活用について説明しなさい。 

② 柔道選手のエネルギー出納バランスの重要性について説明しなさい。 

③ 柔道における ATP 供給機構の特徴とその指導への応用について説明しなさい。 

 

４．マネジメント 

① 柔道指導におけるマネジメントの基本的役割について具体的に説明しなさい。 

② 長期育成指針に基づく柔道指導のマネジメントについて具体的に説明しなさい。 

③ 柔道人口の維持・拡大に向けたマネジメントの工夫について具体的に説明しなさい。 



 

５．救急処置Ⅱ 

① 柔道場での心肺蘇生において、JRC 蘇生ガイドライン 2020 の基本的な流れについて説明しなさい。 

② 頭部外傷時に救急車を要請すべき症状について説明しなさい。 

③ 頚椎・頚髄損傷が疑われる場合の対応について説明しなさい。 

 

６．指導計画Ⅰ（PDCA サイクル，他者評価と自己評価，各種評価方法） 

① PDCA サイクルを用いた指導計画の改善方法について説明しなさい。 

② 指導計画における評価の種類と目的について説明しなさい。 

③ 評価方法の特徴と使い分けについて説明しなさい。 

 

 

 

                                       ［ 問合せ先 ］  

                                         群馬県柔道連盟公認指導者資格並びに授業協力者委員会  

                                          委員長 下田勝己     gunmajudoshidou@gmail.com 

 


